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論 文 内 容 の 要 旨

【目的】

切除不 能=m期 非小 細胞肺癌 に対して、シスプラチン(P)+ド 七 タキセル(D)の 遇1回 投2チと胸部放射線

との同時併用療法における、抗 がん剤の至適投 与量(RD)投 与方法と効 果についての検討を行った.

【方法】

胸部放射線 治療は2Gy日 を1回 日、合計60Gy照 射 した.化 学療 法は、P25mgm2+D20mg'm2を 週1

回、3週 投 与1週 休 薬1ス プ リットスケジュール:SS法)で 施行 し最大 耐用 量(MTD)ま でDを 増量 した,

MTDの 一つ下の レベルをRDと し、SS法 で のRDを 用いて1週 間の休薬なしのスケジュール(コ ンティニュア

ルスケジュール:CS法)で の投 与可能性を検討 した一MTDは 、50%以 ヒの用 量制限毒性 が出現する投与量

とした。用 量制限毒性は、4Grade4の 白血球減 少または好中球減 少の3日 以 ヒの持続、② 悪心 ・嘔吐を除く

Grade3以 上の非血液毒性、3P及 びDの2回 以上の投与中止などと定義した。また、DOCは 血中α1酸 性糖

タンパ ク(AAG)と 強 く結 合するため、本治療 法における用量制限毒性 と予想される食道炎とAAGと の相関

についても検討 した。

【結剰

21人 の非 小細 胞肺癌患 者が 登録 された、SS法 でのNITDがP25mg/m2+D25mg〆m2で あ っため、RDを

P25mg・m2+D20mg/m2と 決定し、その投 与量でCS法 を検 討したが、CS法 で はSS法 でのRDがMTDと

なった。その ため、本治療 方法 の推 奨 スケジュール ・RDを 、SS法P25mg/m2+D20mg・m2と 決定 した。 主

な用量 制限毒性は食道炎であったGrade2以 一hの食道 炎発症症例 では、Grade1以 下と比較してAAGが 有意

に高値 であった.本 治療法 の奏効率は90%、 生存 期間中央 値23.1ケ 月であった一

【考察】

従 来の化学放射 線療法の治療成績 は、生存期間中央値16ケ 月であるため今回の治療 成績は非常 に優れたも

のであると考える、今回のような化学 療法(プ ラチ ナ製剤+1990年 代の有効薬)は 、進行肺癌では標準的 治

療 方法 として用いられている。 しか し、胸部放射線治療 との併用では投与量の減量が必 要であり、それ以前の治

療成績 を凌 駕することが 困難であったP+Dは 、分割投'チして も化学 療法として十分な効果があ り、また分割 授

与することで胸部放射線 治療 の増感効 果が期待 できる利点 もあるため、今同のような良好は治療成績が得 られ

た ものと推測 される。AAGと 本治療 方法の 主な有害 事象である食 道炎の程度 が相関 したことにより、治療 前

AAGを 測定することにより、その後の食道 炎をf測 で きる可能性 を示 した.

【結論】

P+Dの 週1回 投'}と 胸 部 放射 線 との同時 併用療 法 の推 奨 スケ ジュール・RDは 、SS法P25mg/m2+D

20mg/m2で あった.本 療法の治療成績 は良好でありさらに検討すべ き価 値があるものと考えられた.
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